
※銘は原寸の2倍

〈底印〉



　深さ約1.2m､上場の幅が約2.0m､下場の幅が約0.8m
の投棄坑からまとまって発見されました。小椀・皿・
蓋・湯呑などが一括性の高い状態で発見され､昭和14
・15年のプラスチック製医薬品広告付きカレンダー
も一緒に発見されたことから､これらはそれ以降に投
棄されたものとみられます。

　表土から外側面に青色で「北海道帝國大學医學部
・附属醫院」の銘をもつ小鉢が発見されています。
一緒に皿・蓋・湯呑などが発見されています。

　令和元年にサッカー・ラグビー場の南側および西
側で改修工事が計画された際の確認調査で発見され
ました。地表下約0.4mまでの表土から、皿・湯呑・
椀蓋・大椀などがまとまって発見されています。
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